
会 員 連 絡 

Ⅰ 日本哲学会第66回総会及び第73回北海道大学大会報告 

総会報告 及び 議決事項    

①一般報告       

 2013年度日本哲学会事業報告は、既に配布した報告の記載通りに承認されました。  

②会計報告       

 2013年度日本哲学会会計報告は、既に配布した報告の記載通りに承認されました。 

 2014年度日本哲学会予算は、既に配布した報告の記載通りに承認されました。  

③各委員会報告 

・国際交流委員会：伊勢俊彦委員長から2013年アテネ世界哲学会の報告および2014年9月開催予定
の日中哲学フォーラムの準備状況などが報告されました。 

・編集委員会報告：神崎繁編集委員長から『哲学』第65号の編集、査読状況が報告されました。 

・林基金運営委員会：高田純委員長から今年度は5名に若手研究助成が行われたこと、出版助成応
募がゼロだったことが報告されました。 

④事務局報告 

大橋容一郎事務局長より以下が報告されました。 

・2014年度からスタートした会費減額制度の応募者数（最終126名） 

・直前の評議員会での評議員/理事会規定の承認・決定 

・前理事会での個人情報保護方針の決定およびそのHP掲載報告 

・個人情報保護方針に基づく名簿、会報(新会員一覧)等の取り扱いへの注意喚起 

・HPの刷新、今年度からの大会資料の電子配布、会議での遠隔地参加などの事務局作業変更 

・今年度、懇親会が簡素化されたことの理由説明（若手アンケートでの要望） 

※補足として会長から学会組織の法人化問題について、学術会議での検討状況にそって、「任意団
体にとどまる」という当面の方針が説明されました。 

⑤2013年度若手奨励賞表彰式 

  神崎編集委員長より選考過程の説明があり、飯田会長から賞状及び副賞が授与されました。 

             受賞者 

           カントによる＜世界共和国否定論＞の再検討 石田京子氏 
       祈りの神と苛む声－レヴィナスにおける転移の問題 本間義啓氏  

2014年9月15日 
日本哲学会事務局 

 2014年6月28日(土)、29日(日)の両日、本学会第66回総会及び第73回大会が北海道大学において開催
されました。新形式の懇親会には200名を超える方が参加されました。託児支援も実施されました。 
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Ⅱ 来年度大会 第67回総会及び第74回大会  

Ⅲ 委員会・ワーキンググループ活動報告 
      
・編集委員会 （委員長 神崎繁） 
 2014年度の応募論文の査読を行っています。 
 
・大会企画委員会  (委員長 金山弥平) 
 2015年度上智大学大会の企画を検討しています。  
 
・林基金運営委員会   (委員長 高田純） 
『哲学65号』に採用された応募論文の中で、条件に該当する以下の5名に、第3回林基金若手研究者研究助 
 成を行いました。（今野諒子氏 本間義啓氏 高橋祥吾氏  藤田公二郎氏 西村敦氏） 
 出版助成は随時応募を受け付けています。ぜひ奮ってご応募ください。   
     
・国際交流委員会    (委員長 伊勢俊彦)  
評議員の牧野英二氏より国際交流基金にご寄付がありました。ご厚意に深く感謝申し上げます。 
本連絡をお届けする頃にはすでに開催済みとなりますが、9月20日～21日北京で行なう第4回日中哲学フォーラムの
最終的な準備を進めています。次回のフォーラム、あるいはフォーラムの実績を受けた日中の哲学交流のあり方につ
いても、第4回フォーラムの場で合意を得るべく提案、協議する予定です。 

学会企画 
＜大会シンポジウム＞       
 
 
 
 
 
 
 
＜学協会シンポジウム＞ 
 
 
 
       
 
 
 
＜インターナショナルセッション＞ 
 
 
 
 
 
 
＜哲学教育ワークショップ＞ 
＜男女共同参画・若手研究者支援ワークショップ＞ 
 上記については詳細が決まり次第HPで公開します。 
 
※第67回総会は5月16日（土）、評議員会は5月16日
（土）、理事会は5月17日（日）開催予定 

公募企画 
＜一般研究発表＞   5月16日（土）、 17日（日） 
＜公募ワークショップ＞ 5月17日（日） 
 

「ケア―共に生きる（仮題）」 
提題者：高木慶子（上智大学グリーフケア研究所） 
      佐藤弘夫(東北大学) 
            浜渦辰二(大阪大学) 
 
司会者：清水哲郎（東京大学） 田坂さつき（立正大学） 

「教養教育 ー その歴史と課題（仮題）」 
提題者： 加藤守通（上智大学） 
      松浦良充（慶應義塾大学） 
 
司会者：未定 

★一般研究発表及び 
公募ワークショップを募集いたします★ 

 
詳細については学会ホームページをご
覧ください。なお、使用言語は、日本語
のほかに、英語、独語、仏語も受け付
けます。  
   
応募締切： 2014年11月14日（金） 

 ※ファイル当日必着、印刷物は当日
消印有効 

 
奮ってご応募ください。 

※懇親会は北大大会形式を継続する予定です。 
 
 出席者数を事前にできるだけ正確に把握 
 する必要があるため、出欠確認方法の変更 
 を検討しています。詳細は決まり次第HPで 
 お知らせします。 
 

「ラテンアメリカの哲学（仮題）」 
提題者：Marcelo Boeri（チリ） 
      中野裕考（お茶の水女子大学） 
       Felipe Ferrari（ブラジル） 
司会者：未定 



Ⅴ 役員選挙について 
 
来年度の役員改選に伴い、評議員選挙を実施します。「選挙公示」「会員名簿」「評議員選挙投票用
紙」「郵送封筒（料金着払い）」を同封しておりますので、ご確認いただき、ぜひ積極的な投票をお
願いいたします。投票締め切りは10月31日（消印有効）です。評議員は選挙開票後、理事会にて承
認・決定され、その中から理事と会計監査の選出を行います。 

・哲学教育ＷＧ(座長 直江清隆) 
  本年度大会におけるワークショップ「哲学教育と倫理・道徳教育」は80人あまりの参加を得て活発な討論が
行われました。次年度のテーマは、本年度の参加者の意見をもとに、本年度との継続性や学協会シンポジウム
「教養教育」との連携をはかりつつ、設定作業を行っています。また、中等教育における教育課程の改変への
対応、日本倫理・哲学グランプリとの関係強化など、本WGの活動強化の方策について検討を進めています。 
 
・男女共同参画・若手研究者支援ＷＧ（座長 和泉ちえ） 
 2013年後半期，日本哲学会および関連する哲学系諸学会を対象に「若手研究者支援に関するアン
ケート」を実施すると共に，国内の諸大学を対象にした「哲学思想系学部・修士・博士課程男女構成
比アンケート」を実施し，その集計結果・分析結果を日本哲学会ＨＰに公表しました。また，その結
果を踏まえ、第73回日本哲学会大会では「男女共同参画・若手研究者支援ワークショップ 若手・非
－常勤職研究者問題を考える」を開催し，活発な意見交換を行いました。今後も継続的に，男女共同
参画推進と共に若手研究者支援を巡る日本哲学会ならではの本質的検討を重ねながら，善き方向を目
指す様々な方策と意見交換の場を持続的に拓くことを再確認しています。 
   
・欧文誌検討ＷＧ（座長 鈴木泉） 
 次年度科学研究費助成事業に応募する予定です。 

Ⅳ 募集告知  
 日本哲学会では以下の公募を行っております。詳細をホームページでご確認の上、奮ってご応募ください。 
・公募論文：機関誌『哲学』に掲載する論文は随時募集しています。 
・一般研究発表：前述の通り2015年5月16日（土）～17日（日）上智大学に於いて開催される大会での 
        発表者を募集しています。応募の締め切りは11月14日（金）です。 
・公募ワークショップ：前述の通り、上記大会でのワークショップ企画も募集しています。 
           企画責任者（オーガナイザー）は会員に限りますが提題者は非会員でも結構です。 
・林基金出版助成：若手・中堅会員による、哲学に関する基礎研究的かつ、学術的価値が高い論文の 
         出版費用として50万円を助成します。応募は随時受け付けています。 
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Ⅵ その他 
 
①2014年度から会費減額制度を開始しました。2014年度の会費減額制度申請・適用者は126
名でした。既会員の2014年度の減額申請は締め切りましたが、年度内新規入会者は、条件に
該当する場合、特例として入会申し込み時に申請することが可能です。 
 
②会費納入のお願い     
 会費を未納の方は至急お納め下さい。ご請求額は封筒の宛名ラベルの右下に表示してあり
ますので、ご確認の上、同封の振込用紙またはインターネットバンキングにて振込をお願い
します。なお請求額は2014年8月末日現在の資料に基づいています。ご不明な点はメールに
て事務局までお問い合わせください。 
 
振込先：ゆうちょ銀行以外の金融機関口座から送金の場合  
       ゆうちょ銀行 〇一九店  ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ (名前）日本哲学会 
    （預金種目）当座預金 (口座番号） 0112651   
   ：ゆうちょ銀行の口座から送金の場合 受入口座番号 00190-0-112651 
 
     ※振込人が不明で事務に支障が生じる場合があります。 
      お振込みの際には、振込人が確実に特定できるよう、 
      振込人氏名に電話番号を付与するなど、ご注意ください。 
  
 
③会員資格について     
 日本哲学会では4年以上会費未納の会員は会員資格を停止するものとし、学会誌『哲学』
等の発送も停止させていただいております。会員資格を停止された方は、論文の投稿や大会
での研究発表はできません。資格の復活を希望される場合は、会費未納期間分の支払いが条
件となりますので事務局までご連絡ください。   
     
④国際交流基金へのご寄付は随時承っています。お振込先は以下になります。 
  ゆうちょ銀行   （店名）〇一八店   (名前）日本哲学会国際交流基金 
             （預金種目）普通預金     (口座番号）8751303 
 
⑤事務局連絡先  
〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町7-1 上智大学7号館3F 哲学研究室気付  
      日本哲学会事務局 

  e-mail : nittetu@philosophy-japan.org 電話：080-7015-1317 
                                    

以 上 
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